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Ⅳ支三援'のアイデア

章の活用にあだって＞

のアイディア種活用するにあたり、以下の点に椿に

してご使用ください。

●ここに記載されている支援のポイントは、すべての児童生詐

に対応できる方法ではないことに留意してください。責援蚕

必要としている児童生徒の実態蓋十分把握し、その背景蓬し

つかりとらえ、保護者と壱十翁相談し葱がら支援の方法蓬検

訂していくことが大切です。

●支援のポイ ン卜の中で効果的な支援が局つかつだ場合で壱、

生徒一人一人の陣がいのり犬態に応じた工夫をすること

にIl1jlが けるようにしてください。
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＜この章の活用Iこあだって＞

~司笥、

支援のアイディア種活用するにあたり、以下の点に特に留意

してご使用ください。

●ここに記載されている支援のポイントは、すべての児童生徒

に対応できる方法ではないことに留意してください。支援壷

必要としている児童生徒の実態巻十分把握し、その背景蓑し

っかりとらえ、保護者と壱十翁相談し葱がら支援の方法在検

討していくことが大切です。

●支援のポイントの中で効果的な支援が局つかつだ場合で壱、

児童生徒一人一人の陣がいのり犬態に応じた工夫をすること

を常にInjlがけるようにしてください。
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回 」話を聞けるようにするために…

｢蕊1,1態?J１ |鱗…可な状態？ なぜそうな愚の？

集団の中での指示萱聞き漏
らしてしまう。

聞くことが苦手な子ど君にとっ

て、□頭だけの指示では聞き間違
えたり、聞き漏らし庭りする。

学級全体⑪中では、宮乞

に言われているという意
識蓬持ちにくい。

学級全体⑪中では、宣鐙 闇か怠ければ癒らな

い声に､集中できなし↑

ことがある。

闇か怠ければ葱らな
‐－－－ 

闘い庭内容を､短い謄

間でも記｜億すること

が難しかつだｎ内容
が理解できなかつ庭
りする。

集団の中での指示

誉聞き漏らしてし

まう。 ｡、、

ロ

支援⑳ポイント

○絵や写真、カード葱ど蓬使って、視覚的な手助け蚕する。

○正面から自蚕見て、具体的なことばで、短くはつきの話す。

○名前種呼んだり、肩に手誉置い定りして注意を引きつける。

○１回に１つの指示をする。

○話し終わったLあと、本人に内容を確認する。

ｏ分かりにくいことばや内容で指示蓬しないようにする｡蟻蕊謬
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①話を聞けるようにするために…



Ｉ 崎楽しく文字謹書けるようにするた鞠に…

|なぜそうなるの?Ｉ|どんな状態?１ なぜそうなるの？どんな状態？

枠の中に文字がバランスよく

収まらず、はみ出してしまう。
文字の形をとらえだり、記憶す

ることが苦手である。

形の似た文字を書き間違

えたり、鏡文字を書いた

りすることがある。

形の似た文字を書き間違

えたり、鏡文字を書いた

目と手の協lnjiT運動

がうまくできない。

目と手の協lnjiT運動

がうまくできない。

ﾘ液
鋤音や促音在書き置

違えてしまう。

iii(ﾊカ 空間の認知が苦手

である。
黒板や教科書の文

字を書き写すこと

ができない。
ｎｎｎノ

□』
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○なぞり書きを通して、文字の形を意識させる。始点。終点

を意識してバランスよく書けるようにプリント萱作成する。

○文字全部を書いたもの、途中まで害いだおの、始点のみの

ものと段階的に練習できるようにする。

○大きいマス自のノートを使わせ、段階的に小さくする。

○書き順を「かぞえ歌風」にして書かせる。

○勘音や促音は、単語を耳で聞いて書き取る練習をする。捌

音や|足音が入るマス目に補助線を入れて、文字の位置と大き

さを意識さ･せる。

○板書する文字の舅を少なくしたり、チョークの文字の色を

工夫し辰ｂする。

○黒板と同じ内容の手本艀元で見て､書かせるよう塵にする。
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｛壁 文字や文篭麗し<読むた絢に…

(…態?］ 1幟うなる鱗１ビん蝋状鱸？ 懲櫻そう趣る鯨？

教科書燕ど蓬読繭ときに､衛萱読

みとばし漏り､固いところ蓬読ん

だりしてしまう。

行醤とばしだい文末蓬変えだりし

てしまう子は、注意や集中の困難さ
や、必要なところだけ見ることがう
まくでき葱bにとが露愚。

文字は読めて君、単語や

文として読憩ことが難し
い。

文字は読めて君、単語や

文として読憩ことが難し
い。

単語や文節蓬談と譲

りといてとらえ)愚、語

彙を結びつける、記憶

す愚怠どに原因があ
る場合が錨る゜

単語や文節蓬談と譲

りといてとら黄)愚、語

＝ 

￣ 

文字徳読めて密、内容

議理解す悪ことが難し
い心

‐印

に

、〆

/(Ｗ１ 
ハハ

文字の形蓬正し＜と

島えることや､､文字

(A二音を対応させるこ

とが苦手な場合が書

員られ愚。

文字醤振かしだ鰯、

文末誉変えて読ん
だりしてし談う。

○ハ、

|支援⑩ﾎﾟｲﾝﾄＩ支援⑩ポイント

○文字の大きさ、行間の広さ、錨か海書きにする葱どして、

読みやすくず愚。

○読め駁い文字にはふりがな蓬つけ尼り、単語や文節ごとに

区切って、指で押さえながら読まぜ悪。

○単語カー膵蓑使って、単語壷まとめて素早く読み取る練習
蓬す愚。

Ⅱ 

○文節読み趣交互読み葱どの方法蓬取り入れ愚。

Ｏ寵規で押さえ臆ｂ、１行だけ見えるようにしｊＥ幻して、読

謝ところだけ鳧え愚ようにする。鍔
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b |堅し＿ 楽しく話すことができるために…

l幟うなるの?１|どんな状態？Ｉ なぜそうなるの？どんな状態？

出来事蓬順序よく整理することができ

ないだめに、表現す愚亡とが苦手であ

きj/Ｔｌ蕊fHli毒
自分の気持お誓うまく表現す蓬

ことができない。

集中して、聞き取ることが、

できないだめに、話す量が

少なかつj這り、表現が苦手

になつだりしている。－－
ｚｒ－莇詞の使い方や文の組み

相手が何を言つだかを忘

れてしまう。

相手が何を言つだかを忘

れてしまう。 助詞の使い方や文の組み

立てがうまくできないた

めに文として話せない、
単語としては話せる

が､文として話せない。 )Ｌ帝
、｡
Ｃ〔ン１，

記憶することが弱いために、

相手の質問に対して、答える

ことが苦手である。

尋ねられだことに

答えられない。

■Ⅲ ■Ⅲ 

横嘗障がいや吃音のだめに、話す

ことに富信が持てない。

繕

○出来事を時間や順序に従い、カードに書かせ、それを見ながら

話をさせる。

○子ど壱の話の内容を繰り返しながら、抜けている要素について

は問いかける。

Ｏ子どもの話しかけに対して相づお蓬いれて会話の形式を覚え

させだ心、衾話⑪形式種ロールプレイなどで学習させだりす番。

○「はじめに」「次に」「最後に」葱どの話のパターン萱練習させ
る。

○伝言ゲームなどを還して、「聞くこと」「話すこと」の練習をす
る。

○教師と_緒に読むことで緊張をぼぐU自信萱つけさせ藤る。
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